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PAMS gel DN gel 
国 1:DNゲルの形成過程と構造の模式園。まず、電解質高分子 (PAMPS)からなる硬くて脆い
ゲル (1stネットワーク)を合成する。ついで中性高分子のモノマーを含ませ、それを重合させる

























































































によって調べた結果である [7]0Gの{遣は数百Jjm2~こ達する口これは、 D討ゲルの主或分 (2nd





























密 4:(a)DNゲルのネッキング現象。 (b)DNゲルの一軸伸長における荷重曲線Q 縦軸は公称応力
















































































位体積当たり児科れとなる(実擦のネッキング DNゲルの荷重畠線が示す条件Es~ Est勾 Eh
およびσc/Eh<<εcを用いている;[翠4b参照入柱状体の体積は hxlであるので:

















住 Goiσc (6) 
G ~ Go (1+号令)• (7) 
Goは、 2]¥1の濃度を持つ純粋なPAAmゲルの破壊エネルギーに対応すると考えられる。同程度
の高分子濃度をもっ純粋なPAAmゲルの測定額 [14]や、架橋点高分子鎮の切街仕事を考慮した破
壊エネルギーの見積もり (Lake-Thomasの議論 (15])からGoは、 lrvlOJm-2となる〈以降、 10J 
m-2を採用する〉。マクロにネッキング、挙動を示すDNゲルの神長試験の結果より、供向 0.5MPa
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